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税金

「
税
に
関
す
る
作
文
」入
選
作
品
決
定

　
１１
月
11
日
㈮
か
ら
17
日
㈭
ま
で
の
１
週

間
は
、
国
税
局
と
税
務
署
を
中
心
に
、
全

国
で
「
税
を
考
え
る
週
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
信
濃
中
野
税
務
署

管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
は
、
中
学
生

や
高
校
生
を
対
象
に
税
の
意
義
や
役
割
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
税
に
関
す
る
作

文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
中
学
生
か
ら
３
８
３
件
、
高

校
生
か
ら
１
４
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
左

表
の
と
お
り
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
収
納
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
２
７
・
２
２
８
）

信
濃
中
野
税
務
署
総
務
課

☎
�
３
１
５
１

▼市内学校関係入賞者一覧（中学生）
学校名 学年 氏名 題名 表彰の種類

南宮 ３ 宮
み や じ ま

嶋 果
か ほ

歩さん
未来の為に
税を考える

長野県納税貯蓄組合
連合会長賞

高社 ３ 滝
た き ざ わ

沢野
の の か

乃佳さん 税金について 信濃中野税務署管内
納税貯蓄組合連合会長賞

中野平 ３ 徳
と く た け

竹　朋
と も み

未さん
私の生活と税の
つながり 信濃中野税務署長賞

高社 ３ 池
い け だ

田　薫
かおる

さん
税金のしくみと
すごさ 信濃中野税務署長賞

南宮 ３ 池
い け だ

田　葉
は な

和さん
租税教室で学ん
だこと

関東信越税理士会
信濃中野支部長賞

南宮 ３ 宮
み や も と

本  奈
な な

々さん 身近にある税金 北信地方事務所長賞

高社 ３ 浦
う ら の

野　麻
ま ゆ

友さん
税金の大切さ
とは 中野市長賞

中野平 ３ 和
わ だ

田野
の の か

々花さん
税のお話を聞
いて

中野市教育委員会
教育長賞

▼市内学校関係入賞者一覧（高校生）
学校名 学年 氏名 題名 表彰の種類

中野西 ３ 徳
と く た け

竹　真
ま ゆ

柚さん 感謝 長野県
租税教育推進協議会長賞

中野西 ３ 中
な か じ ま

島  響
ひ び き

生さん これからの日本 信濃中野税務署管内
租税教育推進協議会長賞

　
新
野
河
川
愛
護
会
が
真
引
川
・
十
二
川

で
行
っ
て
き
た
、
河
川
環
境
整
備
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
28
年
度
北
陸
地

区
治
水
大
会
に
お
い
て
治
水
・
水
防
功
労

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表彰

新
野
河
川
愛
護
会
が　

こ
の
大
会
は
、
治
水
施
設
の
整
備
水
準

を
高
め
、
国
民
生
活
の
向
上
や
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
こ
の
た
び
、
同
団
体
が
河
川
愛
護
活

動
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
市
内
で
は
平

成
20
年
度
の
真
引
川
河
川
愛
護
会
以
来
、

６
団
体
目
（
１
個
人
含
む
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

治
水
・
水
防
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た

健康 元気もりもり！健康体操

　秋も深まり、外へ出ることがおっくうな季節
となりました。そんな季節に自宅でできる脳を
使う運動をして、認知症予防につなげましょう。

座ったまま
簡単認知症予防！

①

②

③

【ポイント】
①床に座り、右手を三
角形、左手を上下に
動かします。

②同じリズムで、足を
開いたり、閉じたり
を繰り返します。
③リズムの違う３つの
動作を繰り返し、脳
のトレーニングを図
ります。

※できなくても大丈夫です。
　考える行為が大切です。

※監修　フィットネスクラブ　エフバイエー中野　健康運動指導士

▲活動の様子

▲表彰の様子

～効果部位：脳の運動、太も
　もの内側、お尻の筋肉～



③
中
野
市
重
度
心
身
障
害
児（
者
）介
護
慰

労
金
事
業
で
の
障
が
い
者
な
ど
に
該
当

し
な
い
方

④
今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
、
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
方

支
給
額
　
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
１１
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
の
で
申

請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）
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介護

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給
付
金

▲支給額

要介護 給付額
１ ７０，０００円
２ ８０，０００円
３～５ １２０，０００円

　
市
で
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
奨
励
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
平
成
２８
年
11
月
１
日
現
在

で
、
次
の
①
～
④
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方

①
過
去
１
年
間
、
市
内
に
６
カ
月
以
上
住

民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
、
「
要
介
護

１
」
か
ら
「
要
介
護
５
」
ま
で
の
認
定

を
６
カ
月
以
上
受
け
、
自
宅
で
生
活
を

営
む
方
（
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関

に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
方
は
、
３
カ

月
以
内
に
在
宅
で
生
活
す
る
見
込
み
が

あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

②
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
方

子ども
　
父
母
が
共
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
は
、
お
子
さ
ん
が
１
歳
２
カ
月
に
達
す

る
ま
で
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
ま
で

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
育
児
休
業
法
で
は
、
育
児
休
業
の
ほ
か

短
時
間
勤
務
な
ど
の
措
置
、
所
定
外
労
働

の
免
除
、
時
間
外
労
働
の
制
限
、
お
子
さ

ん
の
看
護
休
暇
制
度
、
転
勤
に
つ
い
て
の

パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
制
度

配
慮
、
深
夜
業
の
制
限
、
不
利
益
取
り
扱

い
の
禁
止
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
考
え
、
あ
な
た
も
イ

ク
メ
ン
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

開催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

健康

わ
か
が
え
り
教
室
　
参
加
者
募
集

　
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
や
脳
ト
レ
で
楽
し

く
頭
と
体
を
動
か
し
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
認

知
症
予
防
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
が
必
要
に
な
ら

な
い
よ
う
意
識
し
、
ま
す
ま
す
元
気
に

な
っ
て
、
若
返
り
ま
し
ょ
う
。

○
期
日
　
12
月
５
日
～
平
成
29
年
３
月
６

　
日
（
毎
週
月
曜
日
）
ま
で
の
全
12
回

○
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

○
会
場
　
西
部
公
民
館
　
　

○
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
20
人

○
持
ち
物
　
上
履
き
、
水
分
補
給
用
の
飲

　
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

○
申
込
方
法
　
高
齢
者
支
援
課
へ
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
包
括
支
援
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
方
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
と
な
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
認

知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
具
体
的
な

対
応
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

期
日
　
11
月
21
日
㈪

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
申

　
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
包
括
支
援
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
も
た
ず
に
、
地
域
や
働
く
場
面
で

で
き
る
範
囲
の
手
助
け
（
見
守
り
や

声
掛
け
な
ど
）を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
ポ
ー
タ
ー
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

着
用
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

▲オレンジリング


